
科学研究費成果報告書 「日本近代史料に関する情報機関についての予備的研究」（基盤研究 

（B）（1）、平成 9・10 年度、研究代表伊藤隆、課題番号：09490005）より 

アンケート調査について 

はじめに 

本研究では、近代日本に関する史料所在情報、特に未公開資料の情報収集を目的と 

して、アンケート調査を行った。ここに、その回収結果を纏め、掲載することとした。 

アンケートは「図１」にある様式を用いた。本アンケートは、少なくとも二度行う 

ことを前提として企画され、第一回目の今回は、必要最低限の情報を記載して頂くこ 

とにした。この様式には不備な点もあり、回答前に幾つかの機関から問い合わせを頂 

いた。改善すべき点としては、１）調査対象としている「近代史料」の範囲を丁寧に 

且つ明確に定義すること（地方史料には近世と近代が一つの文書に含まれている場合 

が多い）、２）目録や要覧の記入方式を更に簡略化すること、３）「所蔵文書」なしと 

いう欄を設けること、４）機関名や文書名の正確な読みを記入して貰うこと等が挙げ 

られる。同様の試みを継続するに当たっては、これらの点の改善に努めてゆきたい。 

アンケートは、既存のデータを利用し、連絡先を調べ、一九九八年一一月に全国の 

各史料機関に発送した。発送総数は一一四二件に及んだ。うち、四四件が転居等の理 

由により返送された。 

結果、一九九九年三月三〇日現在で、約３００件に及ぶ回答を頂戴した。各担当者 

のご厚意には、深く感謝申し上げたい。 

また、回答欄には、「図１」にあるとおり、所蔵文書についての比較的詳しい情報も 

寄せられた。そこには我々にとって未知の情報が多数含まれていた。しかし、対象機 

関の調査が完全ではないものや現状では利用不可能な史料の情報も頂戴している。今 

回の成果報告書を作成するに当たっては、情報の性質や不確定性を考慮して、掲載を 

見合わせることとした。情報の確定作業等については、第二次調査以降の課題とした 

い。

最後に、ご回答を頂いた方々のご厚意に改めて感謝申し上げると共に、これからのご協 

力も重ねて申し上げることとしたい。 
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貴機関名 

郵便番号 電話番号 

住所 

担当部局（担当者ご氏名） 

ホームページアドレス リンク 

可 ・ 不可 

メールアドレス 

貴機関にてご発行の定期刊行物、研究報告、紀要のタイトル 

ご所蔵の文書（代表的なものをお書き下さい） 

文書名 総点数 

約 点 

内容：□書翰 □書類 □日記 □写真 □遺品・遺墨 

□その他（ ） 

年代（□幕末 □明治 □大正 □昭和戦前 □昭和戦後） 

所蔵形態 

□原本所蔵 □寄託 

□複製所蔵 □その他 

目録名（あればご記入下さい） 

その文書が紹介された刊行物、雑誌等 

文書名 総点数 

約 点 

内容：□書翰 □書類 □日記 □写真 □遺品・遺墨 

□その他（ ） 

年代（□幕末 □明治 □大正 □昭和戦前 □昭和戦後） 

所蔵形態 

□原本所蔵 □寄託 

□複製所蔵 □その他 

目録名（あればご記入下さい） 

その文書が紹介された刊行物、雑誌等 

文書名 総点数 

約 点 

内容：□書翰 □書類 □日記 □写真 □遺品・遺墨 

□その他（ ） 

年代（□幕末 □明治 □大正 □昭和戦前 □昭和戦後） 

所蔵形態 

□原本所蔵 □寄託 

□複製所蔵 □その他 

目録名（あればご記入下さい） 

その文書が紹介された刊行物、雑誌等 

上記以外の近代文書のご所蔵（ 有 ・ 無 ）


